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国 交 省

全
自
治
体
で
Ｄ
Ｘ
導
入
へ

上
下
水
道
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
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企業合理化の
決め手は

カーリースから

国
土
交
通
省
は
、
地
方
自

治
体
が
実
施
す
る
上
下
水
道

施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ

い
て
、
２
０
２
７
年
度
末
ま

で
に
Ｄ
Ｘ
技
術
の
導
入
率
１

０
０
％
と
す
る
目
標
を
示
し

た
。
す
べ
て
の
自
治
体
で
、

人
工
衛
星
を
使
っ
た
漏
水
調

査
の
実
施
や
、
同
調
査
を
基

と
し
た
管
路
更
新
計
画
の
策

定
を
目
指
す
。
Ｄ
Ｘ
技
術
を

活
用
し
た
業
務
を
発
注
す
る

際
に
役
立
つ
手
引
き
の
作
成

や
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す

る
技
術
を
ま
と
め
た
「
上
下

水
道
Ｄ
Ｘ
技
術
カ
タ
ロ
グ
」

の
周
知
に
よ
り
、
Ｄ
Ｘ
技
術

の
導
入
を
促
進
す
る
。

持
続
可
能
な
上
下
水
道
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
議

論
を
進
め
て
き
た
「
上
下
水

道
Ｄ
Ｘ
推
進
検
討
会
」
の
最

終
報
告
で
、
上
下
水
道
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
Ｄ
Ｘ
技
術

の
導
入
率
な
ど
４
つ
の
指
標

と
、
こ
れ
に
対
す
る
目
標
を

示
し
た 

《
表
参
照
》  。
上
下

水
道
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
Ｄ
Ｘ
技
術
を
導
入
し
て
い

る
自
治
体
は
上
水
道
で
全
体

の
約
34
％
、
下
水
道
で
約
21

％
と
低
い
状
況
。

Ｄ
Ｘ
技
術
の
導
入
促
進
に

向
け
て
は
、
特
に
中
小
規
模

の
自
治
体
で
導
入
を
検
討
す

る
た
め
の
人
員
不
足
が
課

題
。
こ
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
に
、
全
国
の
自
治
体
が

共
通
し
て
実
施
し
て
お
り
、

Ｄ
Ｘ
技
術
の
導
入
実
績
も
あ

る
漏
水
調
査
・
管
路
更
新
へ

ま
た
ジ
メ

ジ
メ
と
し
た

梅
雨
入
り
の

時
期
が
来

る
。
平
年
で

あ
れ
ば
６
月

中
旬
ご
ろ

で
、
食
品
の
腐
敗
と
の
戦
い

が
ま
た
始
ま
る
。
と
こ
ろ
で

腐
敗
と
い
う
と
「
腐
敗
し
た

政
治
」
な
ど
に
引
用
さ
れ
る

よ
う
に
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
つ

き
も
の
だ
が
、
お
酒
や
ヨ
ー

グ
ル
ト
な
ど
を
生
み
出
す
発

酵
と
科
学
的
に
は
同
じ
作
用

で
あ
る
こ
と
は
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
▼
辞
書
に
よ
れ
ば
い
ず

れ
も
「
微
生
物
の
働
き
で
有

機
物
が
分
解
さ
れ
、
特
定
の

物
質
を
生
み
出
す
な
ど
変
質

さ
せ
る
現
象
」
と
さ
れ
る
。

腐
敗
と
発
酵
は
関
わ
る
微
生

物
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、

人
間
に
と
っ
て
有
害
か
有
益

か
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い

る
の
だ
▼
食
中
毒
や
腐
敗
に

関
係
す
る
細
菌
が
増
殖
す
る

最
適
温
度
帯
20
～
45
度
を
避

け
る
こ
と
が
、
腐
敗
を
防
ぐ

最
も
有
効
な
方
法
と
さ
れ
て

い
る
。
ボ
ウ
ル
に
張
っ
た
氷

水
で
鍋
ご
と
冷
や
す
な
ど
、

急
速
な
冷
却
に
よ
り
そ
の
温

度
帯
を
素
早
く
通
過
さ
せ
る

こ
と
で
、
細
菌
の
増
殖
を
最

低
限
に
抑
え
る
の
が
コ
ツ
な

の
だ
と
か
▼
今
年
も
あ
ち
こ

ち
の
企
業
で
社
会
の
門
を
た

た
い
た
若
手
を
受
け
入
れ
、

育
成
に
励
ま
れ
て
い
る
こ
と

だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
昨

今
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う

言
葉
が
し
ば
し
使
わ
れ
、
指

導
方
法
に
つ
い
て
悩
み
を
抱

え
る
ベ
テ
ラ
ン
・
中
堅
社
員

も
多
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

必
要
な
指
導
と
は
思
っ
て
い

て
も
、
相
手
の
感
じ
方
次
第

で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
扱
い
さ
れ

る
の
は
悩
ま
し
い
。
ア
ド
バ

イ
ス
と
思
っ
た
こ
と
が
実

は
、
自
分
だ
け
の
正
義
に
な

っ
て
は
い
ま
い
か
。
そ
れ
を

頭
に
置
か
な
い
と
、
思
う
よ

う
な
実
り
は
期
待
で
き
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。（
原
）

県
建
設
業
協
会
（
長
谷
川

浩
一
会
長
）
の
建
設
系
学
科

で
学
ぶ
高
校
生
等
現
場
見
学

会
の
開
催
日
程
が
固
ま
っ

た
。
13
日
の
県
立
勿
来
工
業

高
校
を
皮
切
り
に
計
15
校
、

４
２
６
人
の
生
徒
、
学
生
が

県
内
の
大
規
模
工
事
現
場
を

訪
れ
る
予
定
。

国
・
県
等
発
注
機
関
の
協

力
を
得
て
工
事
現
場
を
公
開

し
、
基
礎
的
な
作
業
等
を
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
建

設
業
の
魅
力
や
社
会
的
役
割

な
ど
を
伝
え
、
若
年
者
の
入

職
促
進
を
図
っ
て
い
る
。
学

校
単
位
で
開
い
て
お
り
、
今

年
度
の
参
加
校
は
昨
年
同

様
。
一
部
学
校
の
見
学
先
を

現
在
調
整
し
て
い
る
。

今
年
度
の
日
程
は
次
の
通

り
。
※
▽
参
加
校
①
学
科
②

実
施
予
定
日
③
見
学
現
場

▽
勿
来
工
業
高
校
①
建
築

科
３
年
生
②
13
日
③
田
村
市

新
病
院
建
設
等
、
復
興
祈
念

公
園
、
国
営
追
悼
・
祈
念
施

設
管
理
施
設
（
仮
称
）
▽
郡

山
女
子
大
学
①
生
活
科
学
科

建
築
デ
ザ
イ
ン
専
攻
２
～
４

年
生
②
17
日
③
福
島
市
新
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
、
郡

山
合
同
庁
舎
整
備
▽
学
法
福

島
高
校
①
普
通
科
実
務
選
択

コ
ー
ス
１
～
３
年
生
②
25
日

③
福
島
市
新
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
新
築
▽
福
島
工
業
高
校

①
建
築
科
２
年
生
②
９
月
３

日
③
田
村
市
新
病
院
建
設

等
、
福
島
市
新
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
新
築
▽
会
津
工
業
高

校
①
建
築
イ
ン
テ
リ
ア
科
２

年
生
②
９
月
10
日
③
天
栄
保

育
所
新
築
、
南
会
津
地
区
特

別
支
援
学
校
整
備
▽
喜
多
方

桐
桜
高
校
①
建
設
科
２
年
生

②
９
月
11
日
③
南
会
津
地
区

特
別
支
援
学
校
整
備
、
国
道

１
２
１
号
水
門
橋
上
部
工
▽

福
島
明
成
高
校
①
環
境
土
木

科
１
年
生
②
９
月
17
日
③
福

島
西
道
路
Ⅱ
期
▽
郡
山
北
工

業
高
校
①
建
築
科
２
年
生
②

９
月
25
日
③
田
村
市
新
病
院

建
設
等
、
天
栄
保
育
所
新
築

▽
会
津
農
林
高
校
①
環
境
科

学
科
１
年
生
②
９
月
29
日
③

南
会
津
地
区
特
別
支
援
学
校

整
備
、
国
道
１
２
１
号
水
門

橋
上
部
工
▽
岩
瀬
農
業
高
校

①
環
境
工
学
科
１
年
生
②
10

月
10
日
③
国
道
３
９
９
号
伊

達
橋
復
旧
▽
白
河
実
業
高
校

①
建
築
科
２
年
生
②
10
月
20

日
③
郡
山
合
同
庁
舎
整
備
、

天
栄
保
育
所
新
築
▽
相
馬
農

業
高
校
①
環
境
緑
地
科
２
年

生
②
10
月
28
日
③
調
整
中
▽

二
本
松
実
業
高
校
①
都
市
シ

ス
テ
ム
科
２
年
生
②
11
月
11

日
③
国
道
３
９
９
号
伊
達
橋

復
旧
、
ほ
か
１
カ
所
調
整
中

▽
磐
城
農
業
高
校
①
緑
地
土

木
科
１
年
生
②
11
月
18
日
③

常
磐
自
動
車
道
（
浪
江
Ｉ
Ｃ

～
南
相
馬
Ｉ
Ｃ
）
付
加
車
線

事
業
、
国
道
６
号
勿
来
バ
イ

パ
ス
▽
平
工
業
高
校
①
土
木

環
境
工
学
科
２
年
生
②
11
月

19
日
③
同

全
国
建
設
業
協
会（
全
建
、

今
井
雅
則
会
長
）
は
、
昨
年

４
月
に
ま
と
め
た
「
労
務
費

等
の
適
切
な
価
格
転
嫁
の
た

め
の
自
主
行
動
計
画
」
を
見

直
し
、
労
務
費
に
加
え
、
資

機
材
価
格
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
の
上
昇
分
も
適
切
に
価

格
転
嫁
す
る
考
え
を
追
加
し

た
。
計
画
策
定
後
に
成
立
し

た
改
正
建
設
業
法
や
改
正
下

請
法
も
計
画
に
反
映
。
改
正

建
設
業
法
に
盛
り
込
ま
れ
た

契
約
変
更
の
協
議
ル
ー
ル
を

踏
ま
え
、
契
約
時
に
「
お
そ

れ
情
報
」
を
通
知
す
る
た
め

の
全
建
統
一
様
式
も
作
成
し

た
。自

主
行
動
計
画
は
、
２
０

２
３
年
11
月
に
内
閣
官
房
と

公
正
取
引
委
員
会
が
ま
と
め

た
指
針
を
踏
ま
え
、
会
員
企

業
が
建
設
業
従
事
者
の
処
遇

改
善
に
向
け
て
注
文
者
・
受

注
者
の
立
場
で
取
り
組
む
べ

き
行
動
を
整
理
し
て
い
る
。

改
訂
し
た
計
画
は
10
日
の
理

事
会
で
承
認
さ
れ
た
。

建
設
業
従
事
者
の
処
遇
改

善
に
は
、
資
機
材
価
格
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
適
切
な

転
嫁
も
必
要
だ
と
し
て
、
計

画
を
改
め
た
。
契
約
後
に
労

務
費
、
資
機
材
価
格
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
が
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
原
価
が

請
負
代
金
額
を
上
回
っ
た
場

合
に
、
発
注
者
が
変
更
協
議

に
応
じ
な
い
と
建
設
業
法

（
第
19
条
の
３
）
に
違
反
す

る
恐
れ
が
あ
る
と
も
明
記
し

て
い
る
。

計
画
に
は
、
昨
年
12
月
に

施
行
さ
れ
た
改
正
建
設
業
法

の
契
約
変
更
の
協
議
ル
ー
ル

に
つ
い
て
も
記
載
。
契
約
前

に
価
格
変
動
の
「
お
そ
れ
情

報
」
を
発
注
者
に
通
知
す
る

た
め
の
全
建
統
一
様
式
を
作

成
す
る
と
し
た
。

通
知
書
の
書
式
は
、建
築
・

土
木
の
２
種
類
を
作
成
。「
地

域
に
お
け
る
需
要
の
増
加
」

「
自
然
災
害
」「
経
済
状
況
の

変
化
に
伴
う
物
価
上
昇
」
な

ど
、
価
格
高
騰
の
発
生
リ
ス

ク
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
メ
デ
ィ

ア
記
事
や
資
材
業
者
の
記
者

発
表
な
ど
、
統
計
に
裏
付
け

ら
れ
た
リ
ス
ク
情
報
を
根
拠

資
料
と
し
て
添
付
す
る
。

こ
の
様
式
で
通
知
し
た

「
お
そ
れ
情
報
」
は
、
改
正

建
設
業
法
に
対
応
し
て
い

る
。
全
建
統
一
様
式
の
通
知

書
を
契
約
段
階
で
通
知
し
、

実
際
に
価
格
が
上
昇
し
た
場

合
、
注
文
者
は
「
誠
実
に
」

に
協
議
に
応
じ
る
努
力
義
務

が
生
じ
る
。

直
轄
修
繕
代
行
事
業
の
工

事
発
注
を
所
管
す
る
福
島
河

川
国
道
事
務
所
が
10
日
に
発

注
見
通
し
を
示
し
、
同
日
付

で
改
良
工
事
の
総
合
評
価

（
施
工
能
力
評
価
型
Ⅱ
型
）

一
般
競
争
を
公
告
し
た
。

同
橋
は
、
桑
折
町
内
で
阿

武
隈
川
に
架
か
る
橋
長
３
０

３
㍍
の
７
径
間
単
純
ポ
ス
テ

ン
Ｔ
桁
橋
。
２
０
２
２
年
３

月
の
県
沖
地
震
で
被
災
し
、

橋
自
体
の
老
朽
化
も
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
県
の
要
請

を
受
け
国
が
23
年
度
に
修
繕

代
行
事
業
に
着
手
。
下
部
工

を
補
修
・
補
強
し
、
洗
堀
が

著
し
い
Ｐ
２
～
４
橋
脚
間
の

河
床
は
埋
め
戻
し
基
礎
部
を

保
護
。
上
部
工
は
架
け
替
え

て
軽
量
化
を
図
り
、
新
た
に

片
側
歩
道
を
設
け
る
。

調
査
設
計
は
東
北
地
整
東

北
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
が
担
当
し
て
お
り
、
今

年
度
は
４
月
に
業
務
を
一
括

で
長
大
に
委
託
し
た
護
岸
・

仮
設
構
造
物
詳
細
設
計
、
橋

脚
修
正
設
計
な
ど
を
進
め

る
。

仮
橋
は
設
計
検
討
中
で
、

設
計
完
了
を
待
っ
て
設
置
工

事
を
発
注
す
る
。工
事
は「
そ

の
１
」「
そ
の
２
」
に
分
け
、

両
岸
か
ら
半
分
ず
つ
を
施
工

す
る
計
画
で
、
工
期
約
８
カ

月
、
概
算
工
事
規
模
３
・
４

億
～
８
・
１
億
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
発
注
種
別
は
一
般

土
木
。
入
札
は
Ｃ
等
級
の
参

加
を
可
能
と
す
る
予
定
。

改
良
工
事
は
道
路
盛
土
工

１
万
５
７
０
０
立
方
㍍
、
洗

堀
対
策
１
４
０
０
立
方
㍍

（
根
固
め
工
１
１
０
０
袋
、

内
堀
知
事
は
12
日
、
西
村

拓
東
北
地
方
整
備
局
長
と
県

庁
で
懇
談 

＝
写
真  

。「
原
子

力
発
電
所
事
故
か
ら
の
復

旧
・
復
興
は
中
長
期
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
、
復
興
の

進
捗
に
伴
う
新
た
な
課
題
や

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
も
力
強
く

進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
。
第

２
期
復
興
・
創
生
期
間
後
の

５
年
間
は
極
め
て
重
要
だ
」

と
述
べ
、
復
旧
・
復
興
の
た

め
の
予
算
確
保
な
ど
強
靱
な

県
土
づ
く
り
へ
の
協
力
を
求

め
た
。

西
村
局
長
は
、
県
内
の
今

年
度
直
轄
事
業
を
説
明
し
た

上
で
「
こ
れ
ま
で
以
上
に
力

強
く
復
興
施
策
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
今
後
も
必
要
な

予
算
の
確
保
に
努
め
て
い

く
」
と
応
え
た
。
懇
談
会
に

は
東
北
地
整
か
ら
西
村
局

長
、
渡
邊
茂
副
局
長
、
宮
本

健
也
企
画
部
長
、
望
月
貴
文

福
島
河
川
国
道
事
務
所
長
、

仮
設
工
＝
土
留
め
・
仮
締
切

工
）。
購
入
土
１
万
９
０
０

０
立
方
㍍
の
使
用
を
予
定
し

て
い
る
。
工
期
26
年
３
月
19

日
。
同
町
伊
達
崎
字
大
割
東

～
字
上
河
原
地
内
。
発
注
見

通
し
に
お
け
る
概
算
工
事
規

模
２
億
～
３
・
４
億
円
。

入
札
の
参
加
資
格
は
県
内

本
店
所
在
の
一
般
土
木
Ｃ
等

級
。
10
年
度
以
降
の
盛
土
工

事
（
埋
め
戻
し
含
ま
ず
）
元

請
施
工
実
績
を
求
め
て
い

る
。
土
工
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工

事
。
申
請
期
限
17
日
、
７
月

16
日
開
札
。

広
域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
整
備
に
向
け
、
会
津
縦

貫
南
道
路
湯
野
上
バ
イ
パ
ス

（
Ｂ
Ｐ
）
の
整
備
促
進
と
、

国
道
４
号
矢
吹
鏡
石
道
路
、

常
磐
自
動
車
道
、
磐
越
自
動

車
道
の
４
車
線
化
を
要
望
。

国
道
２
５
２
号
の
雪
崩
災
害

に
よ
り
流
出
し
た
あ
い
よ
し

橋
、
出
逢
橋
の
復
旧
に
向
け

た
技
術
的
支
援
も
求
め
た
。

こ
の
ほ
か
小
名
浜
港
、
相

馬
港
の
沖
防
波
堤
等
の
整
備

促
進
や
、
阿
武
隈
川
緊
急
治

水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、

地
元
建
設
産
業
維
持
へ
の
継

続
的
支
援
を
訴
え
た
。

東
北
地
整
は
今
年
度
、
本

県
関
連
分
の
直
轄
事
業
予
算

に
２
３
５
億
９
８
０
０
万
円

を
確
保
。
阿
武
隈
川
緊
急
治

水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
河
道
掘
削
や
用
地
補

償
、
国
道
４
号
福
島
北
道
路

の
概
略
ル
ー
ト
と
構
造
の
検

討
な
ど
を
推
進
す
る
。

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

（
県
建
産
連
、
長
谷
川
浩
一

会
長
）
は
11
日
、
福
島
市
の

エ
ル
テ
ィ
で
第
41
回
通
常
総

会 

＝
写
真
＝  

を
開
い
た
。
県

内
建
設
産
業
が
持
続
的
に
維

持
・
発
展
し
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
・
維
持
管
理
や
災
害
対
応

な
ど
の
社
会
的
使
命
を
果
た

す
た
め
、
要
望
活
動
や
調
査

研
究
等
を
行
い
、
担
い
手
確

保
・
育
成
や
働
き
方
改
革
な

ど
の
課
題
解
決
を
図
る
。

構
成
団
体
代
表
者
、
来
賓

ら
約
１
０
０
人
が
出
席
し

た
。
長
谷
川
会
長
が
「
県
民

の
安
全
・
安
心
な
生
活
を
確

保
す
る
た
め
、
構
成
団
体
が

一
致
協
力
し
て
県
土
の
回

復
・
再
生
、
社
会
資
本
整
備
・

管
理
に
取
り
組
む
。
多
く
の

課
題
が
あ
る
が
、
特
に
若
手

技
術
者
・
技
能
者
確
保
の
問

題
は
深
刻
。
新
４
Ｋ
の
魅
力

あ
る
建
設
業
の
構
築
に
向

け
、
適
正
な
元
下
関
係
や
週

休
２
日
制
の
推
進
等
を
関
係

機
関
に
し
っ
か
り
訴
え
て
い

く
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
佐
藤
宏

隆
副
知
事
、
西
山
尚
利
県
議

会
議
長
、
渡
邉
文
勝
東
北
地

方
整
備
局
建
政
部
建
設
産
業

調
整
官
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

役
員
を
補
選
し
、
理
事
に
小

野
貞
人
県
建
設
業
協
同
組
合

理
事
長
を
選
ん
だ
。

今
年
度
の
重
点
目
標
・
事

業
は
①
国
・
県
等
関
係
機
関

へ
の
要
望
活
動
②
第
２
期
復

興
・
創
生
期
間
の
最
終
と
な

る
各
種
事
業
へ
の
積
極
的
な

協
力
③
県
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
、
建
設
産
業
の
持
続

的
発
展
の
た
め
の
公
共
事
業

の
計
画
的
・
安
定
的
な
確
保

④
公
共
工
事
品
質
確
保
促
進

法
（
品
確
法
）
等
を
踏
ま
え

た
入
札
制
度
お
よ
び
適
切
な

設
計
積
算
の
推
進
⑤
技
能
労

働
者
の
入
職
・
育
成
・
定
着

の
推
進
⑥
産
学
官
連
携
に
よ

る
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
の
推

進
⑦
建
設
Ｄ
Ｘ
の
推
進
⑧
建

産
連
構
成
団
体
の
相
互
理

解
・
連
携
の
推
進
⑨
Ｎ
Ｐ
Ｏ

循
環
型
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー

事
業
へ
の
支
援
・
協
力
。

具
体
的
に
は
、
公
共
事
業

量
の
安
定
確
保
や
資
材
価
格

等
の
高
騰
、
働
き
方
改
革
、

担
い
手
確
保
な
ど
課
題
の
解

決
に
向
け
て
、
関
係
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
要
望
活
動
を

行
う
。
専
門
工
事
業
部
会

（
10
月
上
旬
開
催
予
定
）、
適

正
な
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
構

築
・
担
い
手
確
保
に
向
け
た

懇
談
会
（
２
０
２
６
年
２
月

上
旬
同
）
で
課
題
改
善
策
等

を
ま
と
め
、
全
国
建
産
連
を

通
し
て
国
に
働
き
掛
け
る
。

ふ
く
し
ま
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
技
術
者
育
成
協
議

会
や
県
産
学
官
連
携
協
議
会

な
ど
、
建
産
連
が
参
画
す
る

官
民
協
働
の
枠
組
み
を
活
用

し
な
が
ら
、
受
発
注
者
双
方

の
技
術
者
育
成
や
入
札
制
度

の
改
善
、
公
共
土
木
施
設
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
イ
ン
フ
ラ

の
適
正
・
効
率
的
な
維
持
管

理
の
検
討
な
ど
を
進
め
る
。

10
月
下
旬
に
施
工
管
理
ツ

ー
ル
の
活
用
と
効
率
化
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
（
オ
ン
ラ
イ

ン
方
式
）、
12
月
中
旬
に
郡

山
市
の
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま
で
働
き
方
改
革
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。席

上
、
建
設
業
の
振
興
発

展
に
貢
献
し
た
構
成
団
体
会

員
、
従
業
員
を
表
彰
。
受
賞

者
を
代
表
し
て
平
子
恵
俊
前

県
建
築
設
計
協
同
組
合
理
事

長
に
感
謝
状
を
手
渡
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
。

◆
団
体
会
員
の
部
＝
平
子

恵
俊
（
永
山
建
築
設
計
事
務

所
）
佐
藤
春
幸
（
佐
藤
電
設
）

古
川
敏
博
（
光
和
設
備
工
業

所
）
利
根
川
靖
幸
（
利
根
川

組
）
渡
部
雅
孝
（
久
米
工
業
）

小
澤
広
昭
（
小
沢
鉄
工
所
）

◆
団
体
会
員
従
業
員
の
部
▽

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
＝
朝
田
容

広
（
平
晋
建
設
）
門
馬
さ
ゆ

り
（
藤
田
建
設
工
業
）
▽
地

域
の
安
全
・
安
心
確
保
＝
吉

田
光
寿
（
佐
藤
工
業
）
佐
藤

隆
（
渡
辺
組
）
鈴
木
善
行
（
庄

司
建
設
工
業
）大
本
主
計（
都

市
開
発
設
計
）
▽
除
雪
・
雪

庇
除
去
＝
大
竹
正
義
（
滝
谷

建
設
工
業
）
▽
建
設
資
材
等

の
製
造
・
製
作
業
務
＝
鈴
木

徳
治
（
あ
ず
ま
ア
ス
コ
ン
）

県
は
今
年
度
新
規
事
業

で
、
県
内
の
特
定
電
力
需
要

家
（
工
場
、
店
舗
等
）
へ
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

設
備
導
入
費
を
補
助
す
る

「
地
産
地
消
型
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
導
入

促
進
事
業
」
を
始
め
る
。
現

在
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と

補
助
金
額
や
件
数
な
ど
を
調

整
し
て
お
り
、
夏
ご
ろ
の
募

集
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

対
象
設
備
は
太
陽
光
、
風

力
、
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な

ど
を
想
定
し
、
補
助
対
象
と

な
る
発
電
事
業
者
の
要
件
に

は
①
８
年
以
上
に
わ
た
り
発

電
量
の
70
％
以
上
を
県
内
で

活
用
②
立
地
市
町
村
と
協
議

の
上
、
売
電
収
入
の
３
％
以

上
を
地
域
活
性
化
事
業
に
充

当
―
を
設
定
す
る
方
針
。

全
国
的
な
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
潮
流
を
背
景

に
、
企
業
等
で
は
再
エ
ネ
電

気
の
需
要
が
増
加
。
県
は
地

域
と
の
共
生
を
前
提
に
、
自

家
消
費
型
や
地
産
地
消
型
の

再
エ
ネ
設
備
の
導
入
拡
大
を

推
進
し
て
い
る
。

東
北
地
方
整
備
局
は
、
主
要
地
方
道
浪
江
国
見
線
・
伊
達
崎
橋
の
直
轄
修
繕
代
行
事

業
で
、
工
事
期
間
中
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
仮
橋
（
３
０
４
㍍
）
を
設
け
る
。
今
年

度
に
現
道
か
ら
仮
橋
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
部
の
盛
土
等
と
現
橋
橋
脚
基
礎
部
の
河
床
洗
堀

対
策
を
一
括
し
た
伊
達
崎
地
区
道
路
改
良
工
事
と
、
仮
橋
設
置
工
事
を
実
施
す
る
計
画

で
、
設
置
工
事
は
２
分
割
し
て
７
月
に
入
札
を
公
告
す
る
予
定
。
事
業
初
弾
工
と
な
る

改
良
工
事
は
入
札
手
続
き
に
入
っ
た
。

修
繕
代
行
事
業
着
工
へ

修
繕
代
行
事
業
着
工
へ

東
北
地
整

仮
橋
設
置
７
月
公
告
予
定

伊 達 崎 橋

高校生等の 
現場見学会

15
校
426
人
が
参
加
予
定

県
建
協

勿
来
工
業
は
き
ょ
う
開
催

全 建

資
材
価
格
も
適
切
に
価
格
転
嫁

「
お
そ
れ
情
報
」通
知
に
統
一
様
式

地方自治体の上下水道ＤＸ推進に向けた目標

ＤＸ技術導入の指標 ４月時点 27年度末

上水道メンテナンスへのＤＸ技術の導入率
※簡易水道事業を除く

34% 100%

下水道メンテナンスへのＤＸ技術の導入率 21% 100%

上水管路の管理情報の電子化 67% 100%

下水管路の管理情報の電子化 71% 100%

適切切なな価価格転転嫁嫁ののための自主行動計画改改定ののポポイインントト

資機材価格、エネルギーコスト上昇分も価格転嫁

公表資料に基づく提示価格の尊重

不当に低い下請け代金の禁止

おそれ情報による価格転嫁の取組

労務費等の上昇で、原価が請負代金を上回った場合の対応

県建産連総会

建
設
産
業
の
使
命
果
た
す

担
い
手
確
保
な
ど
課
題
改
善
へ

農業用パイプラインのリニューアルで暮らしを地下から支えます。
作業に支障のない水量なら
通水しながら施工可能

開口部（600mm程度）があれ
ば、機材や資材の搬入が可能
なため、開削が不要

5,000mmの大口径にも対応

新管と同等以上の管路
（強度・流量）に復元

特 

徴
東北支部事務局

本 部

〒989-3124  仙台市青葉区上愛子字車39-3
TEL022-392-5981 FAX022-392-5981

〒101-0047  東京都千代田区内神田2-10-12
（内神田すいすいビル4F）
TEL03-5209-0130 FAX03-5209-0131

http://ｗｗｗ.ｓｐｒ.ｇｒ.ｊｐ/
東北支部

☎0172-27-1998
☎0172-27-8217
☎0172-36-5923
☎0172-37-3329
☎017-738-2301
☎0178-43-1829
☎0176-23-3521
☎0178-44-6711
☎017-738-3692
☎017-739-2025
☎0172-37-3888
☎0172-27-1188
☎0172-26-4111
☎0172-55-7360
☎0172-27-0321

■青森県
ア サ ヒ 建 設 ㈱
猪 股 建 設 ㈱
㈱ 鎌 田 建 設
㈱ 弘 新 建 設
㈱ 鹿 内 組
㈱ 清 掃 セ ン タ ー
田 中 建 設 ㈱
東 邦 開 発 土 木 ㈱
成 俊 工 業 ㈱
㈱ 西 田 組
㈲東日本環境保全工業
㈱弘前浄化槽センター
富 士 建 設 ㈱
豊 産 管 理 ㈱
丸 勘 建 設 ㈱

☎0178-21-1670
☎0172-35-6111
☎017-726-3057

☎018-824-5381
☎0187-54-3184
☎018-832-2396
☎0186-78-2154
☎018-868-2121
☎018-877-4117
☎0185-55-0334
☎0187-72-4545

☎019-697-5026
☎019-646-5861
☎019-697-2245

マルハチ建設工業㈱
㈱ 村 上 組
㈱山正小笠原建設
■秋田県
㈱ 伊 藤 組
角 館 建 設 工 業 ㈱
㈱ 佐 々 木 組
㈱ 佐 藤 庫 組
㈱ 三 勇 建 設
㈱ 菅 与 組
㈱ 鈴 木 土 建
㈱ 宮 原 組
■岩手県
小 笠 原 重 機 ㈲
三陸土建株式会社
タカヨ建設株式会社

☎019-681-6606
☎019-697-3040
☎019-641-1111

☎0238-21-1611
☎023-688-4531
☎023-645-1831
☎0238-62-2297
☎0237-86-4165
☎023-623-4222
☎0237-86-5128
☎0235-24-1133
☎023-632-1131
☎023-641-0851
☎0238-84-1123
☎023-672-2437

㈱ 東 北ターボ 工 業
水本重機株式会社
菱 和 建 設 ㈱
■山形県
太 田 建 設 ㈱
岡 崎 工 業 ㈱
小 笠 原 建 設 ㈱
小 国 開 発 ㈱
國 井 建 設 ㈱
黒 澤 建 設 工 業 ㈱
佐 藤 建 設 工 業 ㈱
㈱ 佐 藤 工 務
㈱ 三 和
志 田 建 設 ㈱
那 須 建 設 ㈱
西 庄 建 設 ㈱

☎023-622-3608
☎0238-58-0555
☎023-672-2351
☎0237-73-2233
☎023-672-2131
☎023-653-5651
☎0235-24-1155
☎0234-33-5411
☎023-642-6151
☎023-644-5208
☎023-643-9003

☎022-231-4039
☎022-372-5111
☎0229-28-3734
☎022-263-1671

㈱ 仁 藤 組
羽 山 総 合 建 設 ㈱
堀 川 土 建 ㈱
升 川 建 設 ㈱
松 田 建 設 ㈱
㈱ 丸 吉 奥 山 組
㈱ マ ル ゴ
㈱ み な と
山 形 ガ ス 管 工 ㈱
山 形 建 設 ㈱
㈱ 山 源 建 設
■宮城県
㈱ アームズ 東 日 本
赤 坂 建 設 ㈱
協業組合アクアネット
熱 海 建 設 ㈱

☎022-238-0886
☎022-225-4437
☎022-275-2311
☎050-3495-2020
☎022-384-3801
☎022-743-1680
☎022-392-2209
☎0223-24-0545
☎022-217-0607
☎022-297-3344
☎022-762-6537
☎022-237-3041
☎022-237-8077
☎022-722-3744
☎022-714-7020
☎0223-22-5711

遠 藤 吉 照 土 建 ㈱
大林道路㈱東北支店
奥 田 建 設 ㈱
㈱奥村組東北支店
グリーン企 画 建 設 ㈱
㈱ 興 和 東 北 支 店
㈱ 小 松 建 設
㈱ 佐 藤 建 設
積 水 化 学 工 業 ㈱
㈱ 髙 工
東亜環境サービス㈱
東亜グラウト工業㈱東北支店
株 式 会 社日幸 商 會
日本ノーディッグテクノロジー㈱東北支店
㈱ 橋 本 店
春 山 建 設 ㈱

☎022-225-4421
☎0225-22-5148
☎022-392-4620
☎022-271-9211
☎022-235-1171
☎022-392-9811
☎022-258-6561
☎022-296-2111
☎022-382-4802
☎0223-22-1505

☎0246-83-1156
☎0246-23-8261
☎024-934-1234
☎024-534-2351

東日本コンクリート㈱
菱中建設㈱石巻支店
㈱ 広 瀬 組
㈱ 深 松 組
㈱ 丸 鹿
㈱宮城日化サービス
大 和 工 業 ㈱
㈱ ユ ア テ ッ ク
㈱ ワ タ ケ ン
㈱渡辺サービスセンター
■福島県
㈱ 荻 野 組
㈱ 加 地 和 組
壁 巣 建 設 ㈱
小 林 土 木 ㈱

☎0241-68-2301
☎024-983-2415
☎0244-25-2525
☎024-546-3101
☎024-535-6161
☎0244-24-2111
☎024-557-5511
☎0243-23-0131
☎0246-54-8111
☎0247-33-2281
☎0246-53-2560
☎0246-28-2225
☎024-932-8364
☎0242-32-0311
☎0242-62-2166

三 立 土 建 ㈱
㈱ 関 組
関 場 建 設 ㈱
太三機工㈱福島営業所
多 田 建 設 ㈱
東 北 建 設 ㈱
㈱ 日 新 土 建
㈱ 野 地 組
福 浜 大 一 建 設 ㈱
藤 田 建 設 工 業 ㈱
㈱ 三 崎 組
㈱みちのくＮテックス
む さ し 建 設 ㈱
㈱ 弓 田 建 設
渡 部 産 業 ㈱

東
北
支
部
会
員

次期復興・ 
創 生 期 間

強
靱
な
県
土
へ
予
算
確
保
を

強
靱
な
県
土
へ
予
算
確
保
を

内
堀
知
事
、西
村
局
長
が
懇
談

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い

て
、
Ｄ
Ｘ
技
術
を
導
入
す
る

た
め
の
手
引
き
を
作
成
す

る
。
こ
の
業
務
発
注
に
必
要

な
標
準
仕
様
書
も
提
示
し
、

Ｄ
Ｘ
技
術
の
導
入
を
促
す
。

Ｄ
Ｘ
技
術
の
導
入
が
進
ま

な
い
要
因
と
し
て
、
各
自
治

体
が
Ｄ
Ｘ
技
術
に
関
す
る
情

報
を
把
握
し
て
い
な
い
可
能

性
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
国

交
省
は
、
技
術
の
適
用
条
件

や
導
入
効
果
を
ま
と
め
た

「
上
下
水
道
Ｄ
Ｘ
技
術
カ
タ

ロ
グ
」
を
周
知
し
、
導
入
へ

の
検
討
を
支
援
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
必
要
な
維
持
管
理
情
報

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
も
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
上
下
水
道
事
業

と
も
に
、
紙
媒
体
で
管
路
情

報
を
管
理
し
て
い
る
自
治
体

は
全
体
の
約
３
割
に
上
る
。

Ｄ
Ｘ
技
術
の
導
入
の
ほ
か
、

今
後
の
広
域
連
携
も
見
据

え
、
管
路
情
報
の
電
子
化
と

事
業
者
間
で
デ
ー
タ
共
有
が

可
能
な
台
帳
の
整
備
に
向
け

松
原
陽
一
郡
山
国
道
事
務
所

長
、
藤
澤
元
磐
城
国
道
事
務

所
長
、
岩
崎
健
東
北
国
営
公

園
事
務
所
長
、
新
田
邦
彦
小

名
浜
港
湾
事
務
所
長
、
県
か

ら
内
堀
知
事
、
矢
澤
敏
幸
土

木
部
長
、
中
村
一
彦
土
木
企

画
課
長
が
出
席
し
た
。

内
堀
知
事
は
県
の
復
旧
・

復
興
の
最
重
要
課
題
に
①
国

直
轄
事
業
に
よ
る
基
幹
的
な

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
の
予

算
確
保
②
避
難
地
域
の
復
興

に
向
け
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
な
ど
、第
２
期
復
興
・

創
生
期
間
後
に
お
け
る
復
興

事
業
の
予
算
確
保
③
防
災
・

減
災
対
策
の
推
進
や
「
予
防

保
全
」
へ
の
本
格
転
換
に
向

け
た
長
期
・
安
定
的
に
財
源

の
確
保
―
を
挙
げ
た
。

て
、
技
術
的
・
財
政
的
な
支

援
を
実
施
す
る
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
ま

と
め
に
よ
る
と
、
５
月
の
建

設
業
倒
産
件
数
は
前
年
同
月

比
17
・
４
％
減
の
１
５
７
件

だ
っ
た
。
全
業
種
は
17
・
８

％
減
の
８
３
５
件
で
、
３
年

１
カ
月
ぶ
り
に
前
年
同
月
を

下
回
っ
た
。
帝
国
デ
ー
タ
バ

ン
ク
は
「
コ
ロ
ナ
関
連
融
資

の
返
済
開
始
に
当
た
り
、
大

幅
に
倒
産
が
増
え
た
24
年
５

月
か
ら
の
反
動
減
」
と
し
て

お
り
、
一
時
的
に
減
少
す
る

と
の
見
方
を
示
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｄ
Ｂ
５
月
倒
産
件
数

建
設
業
は
１
５
７
件

地産地消型

県
、
再
エ
ネ
導
入
補
助
新
設

地
域
活
性
化
を
後
押
し
夏

に

も

募
集
開
始


